
 

 

 

次代を担う産業育成対策特別委員会記録 

 

 

 

 １ 会議の日時 

 

 

 

開  会    午前  ９ 時 ５９ 分 

    平成２９年 ７月 ５日       

                              閉  会    午前 １１ 時 ２０ 分 

 

 

 

 ２ 会議の場所 

 

 

 

 

    第４特別委員会室 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 出 席 者 
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員 

 

 

 委員長  岩 井 豊太郎  副委員長  佐 藤 武 彦 

 委 員  玉 田 和 浩  渡 辺 嘉 山  水 野 正 敏 

 小 原   尚  田 中 勝 士  高 殿   尚 

国 枝 慎太郎  恩 田 佳 幸 

 

執 

 

行 

 

部 

 

 

 

   別  紙  配  席  図  の  と  お  り 

 

 

 

 

 

 ４ 事務局職員 

 

 

 

     

主    査  高 口 好 美  

主    事  後 藤 有里加  

 

 



 

 

 

 ５ 会議に付した案件 

 

           件                                  名 

 

   審 査 の 結 果         

 

１ 県内産業の調査について 

 

（１） 航空宇宙産業の現状と展望について 

参考人 川崎岐阜協同組合専務理事 水野伸幸 氏 

 

（２） 美濃和紙産業の現状と展望について 

参考人 美濃市長 武藤鉄弘氏 

 

 

  

２ その他 
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６ 議 事 録（要点筆記） 

 

○岩井豊太郎委員長 

  ただいまから、次代を担う産業育成対策特別委員会を開会する。本日の委員会は、重点調査項目に基

づき、次代を担う産業育成に関し、「県内産業に関する調査」という議題について、協議するため開催

するものである。また、本日は執行部のほか、議題について、県内産業の現状を報告いただくため、「川

崎岐阜協同組合専務理事 水野伸幸さん」、「美濃市長 武藤鉄弘さん」に出席いただだいている。 質

疑については、報告終了後にお願いする。それでは、水野専務理事より、報告をお願いする。 

 

（説明 参考人 水野伸幸氏） 

 

○岩井豊太郎委員長 

  ただいまの報告に対して、何か質問等はあるか。 

○田中勝士委員 

  川崎岐阜協同組合グループの新卒者の雇用人数、卒歴、求める人材はどうか。 

○水野参考人 

新卒者の雇用人数は約100人である。そのほとんどは高卒であるが、大学や専門学校とも関係を築きつ

つある。求める人材は、性格が素直で努力家であること。なお、企業の中核となるような人材を確保す

るため、5年に1人くらいは大卒者を採用したいと考えている。 

○小原尚委員 

 アメリカのボーイング社が製造する機体が、ボーイング777からボーイング777Ｘに変わる端境期にあ

ることにより、県内航空関連企業の受注が減ったと聞いているが、県にどのような支援を求めるか。 

○水野参考人 

企業によっては、10～15％の落ち込みが見込まれるが、2年くらいは我慢するしかない。仕事が減っ

たときにこそ従業員への教育が大切だと考えるため、人材教育に対する支援や施策をお願いしたい。 

○田中勝士委員 

航空機産業は他産業への波及効果が大きいとのことだが、具体的にはどのような波及効果があるか。 

○水野参考人 

航空機産業は工程管理がしっかりとしていることから、信頼が高い。そのため、車両や工作機械関係

等の産業へ進出した例がある。 

○水野正敏委員 

海外航空機産業とのコスト競争に勝ち抜くために、県にどのような支援を求めるか。 

○水野参考人 

 ボーイング社も以前は日本企業の信頼性を高く評価していたが、最近は他国の企業もだんだんレベル

が上がってきた。効率的な生産の流れをつくる一貫生産によるコスト削減が大切だと考えているため、

更なる一貫生産推進への支援をお願いしたい。 
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○岩井豊太郎委員長 

質問等も尽きたようなので、次に美濃和紙産業の現状と展望等について武藤市長に報告をお願いする。 

 

（説明 参考人 武藤鉄弘氏） 

 

○岩井豊太郎委員長 

ただいまの報告に対して、何か質問等はあるか。 

○小原尚委員 

  研修終了後において、研修生の収入を安定させるための対策はあるか。 

○武藤参考人 

研修中は奨励金のほかに研修先の工房からも給与を受けている。研修終了後は研修先の工房の後継者

として引き続き受け入れを働きかけていくとともに、17戸の工房が連携して後継者を育成していく仕組

みを考えていきたい。 

○恩田佳幸委員 

  奨励金の財源はどのようなものか。 

○武藤参考人 

ふるさと納税による寄付金、田口福寿会からの助成金及び市の単費である。 

○岩井豊太郎委員長 

質問等も尽きたようなので調査項目については終了する。なお、本日の議題は終了したが、この際、 

他に何か意見等あるか。 

 

（発言する者なし） 

 

○岩井豊太郎委員長 

意見もないようなので、これをもって、本日の委員会を閉会する。 
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